
　　流し　万石
　　建　物』・事務所，・貯炭場，選炭場，倉庫，浴場，亀住

　　　・身・　宅（な棟），製材所

’　　　60将来の計画’

　　’第」斜坑，第三斜坑を400m迄延長して下底方面の

　　開発をすると共に，上暦露頭附近よ㌔り・下底に向つて斜

　　坑を匪i墾して排水通気，蓮搬の便を計るo将来は月産

　　駕OGO漣とするため，一部機械掘をする計画がわる。

70意　見
当、炭砿ほユ0万確程度の炭量をもち，炭丈も採炭し易’

い條件にあると思われる。機械設備によつて短期間に探．

炭しよ5とする爲に橘その場合亜炭であるから，採算』

的橿値に就いては炭砿の立弛條件は具備されているか

、ら，・経営を合理化すれば，佳良な炭砿となろうQ亜炭層

の潔け部探炭⑫ため試錐を行う必要がある　　　　　　、

　　　　　　　　　（昭和怨年6月）．、

●
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　　ドf脚、b・t卿右・右・P・The翠red・ubles蹄
　　　clinalsむructures我ndmany蜘1亡s．噂TheT・一

　　　玉shi£（）rm翫tiongo漁i取忌theむwoworkable
　　　、c・al－seamswhicぬ翫recalled“Ni－sh亀ku－s6”

　　　and‘‘San、sh乳ku－sδ”．

　　　　Thec・脇1・ftbe磁ricもisr＆n圓右・se叫
　　　anthr盆ci右e。　Reserves　o重　もhe　two　co泓1・seams

　　　脚esもima亡ed駄sfo呈10、彫s：

　　　　Posiもivereserves－7．200、000metrictons．戸
　　　　Probable　reservesI　7．800．000　・”　　　，，

　　　ρPossiblereserves140，000，000　，，　，，
　　　The　reserves　o蚕　coa，1i簸右ねe　souむh贈、vestern　area，　．

　　　of　Us短buk昂一M＆⑳i勘e　estimaむed　as　fgllows一：

　　　　Po就ivereserves　150．000metrictons．
　　　・Prob統blereser∀es　230．000　，，　，♪

　　　　Poβ8ible　reserves　9，600，000　　，7．　”
　少　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 管

　　　　　　い
　　　　　一1。要　旨
昭和22年＄月及び10月の2回に亘り’，合計約40日間・

熊本縣天草郡下島g天草炭田牛深地区の概査を行つた◎

本地域を構成する地質系統は，古第鳶系始新統を主と

し，小区域に第四系が分布している・　．

．本地域は略々中央部を北々東一南々西に走る主軸を

原田種成「
有する複向斜構遣を示し，断暦も此の溜曲構造に俘5も　、

のが多いQ　　　　　　　　　　　　　　　・
來炭暦は砥石層のみで「三尺暦」，じ二尺層」の二枚の

　　　　　　　　　　　か稼行炭暦を來有し，何れも牛無煙炭で現在今富1魚買，

権現山，南天，牛深の弄炭砿が稼行中で南る。1

炭量は「三尺置」y『二尺層」を合計して

　　　　　　　　　　　　　＼　確定炭量　　　7，200，000屯

　推定淡量、7，800，000屯
、　予想炭量　　　葺，000，G60屯　　　『　』、

　本地域中最も将来性を認められる区域は，牛深町西南

方海底部で，「三尺層」，『二尺暦」を合計して　．　　　、

　確定炭量　　　　　150，000屯

　推定炭量　　，　230，ρ00屯

　予想炭量　　　9，6GO，000屯

　　　2．調査地，駆員，潮問，行動日程

　炭田及び地区名…・熊本縣天草炭田牛深地区，

炭種及び精度別・・一石炭概査　‘

　　　　　　　　　　　　　　　ノ“
麹
貫 …｛欝騨灘膿
期間一｛躍鑑糊覇111
　　　　　調査実日数合計389

　　　　3．位置匪域，．菱逼
　調査区域は下島め南部五射一町に亘る南北約20琴甲東

西約5kmの範囲であるQ

　南部牛深港は葦北郡水俣港及び宇土郡三角港との問に

未々一日：二回定期船の便あり，本涙港とヨ角港間にも一

日二回定期鵜の便がある。

　陸路の交通は縣道が発蓬し勘定期的に主要部落間にバ

スの便がある。・　・鳴・

　午深港一牛深炭砿間には一唱二回炭砿のヲンチが通
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い，約30：分を要する0

　　　　　　4。地，　形
　a．一般地形　・
・ヂ本調査区域の西方は天草灘に面し浦内浦が湾入して居

り，魚貫附近は¶歌に湾入し魚貫以南は牛島朕を呈し東

方には久玉浦，西方には須口浦が湾入，牛島の南端瀬戸

脇瀬戸を距宅』下須島に対する。、

本地域内には観晋山・高取山， 権現山，遠見串等の諸

山あり比較的起伏にとみ此の山背は東西両翼に比較的緩

く傾舞し，海岸に及ぶo

　b．，地形と炭層との關係　　　F　　F　　　　　臼
’
來
炭暦砥石暦は砂岩を主とする地暦で，上暦位坂瀬川

厨，下暦位教良木暦より侵蝕作用に対する抵抗力大で，

　　ヨ從つて比較的高い地形を形造つている◎

　　　　　　5．地　質
　a．地質概論
　本地‡或を構成する地輩系統は，古第三系始新統を主’と

し，第四系は小区域に洪積層沖種暦が見られるに過ぎな

いo

　（1〉古第三系

　本地域の古第三系は家の如，くである。　’

　　　襯婁震｝坂囎群

　　　翼．撃ギ層懐縮群．
　　　教良木剛．
　　　フカミ　　　　　　　ミロク
　　　深海砂岩暦彌靱暦群

　i〔彌靱層群〕　　　　、　”
　（イ）　深海砂岩厨

　本地域古第三系の最下位暦で・上限はTurri亡ella

　砂岩の下底を以てし・下限は露出なく・層厚不明であ

　るが，・下須島では、150皿場上と推定される。

　本暦は中粒砂岩・礫質砂岩愁礫岩を主と．し最上部には

　塊状の頁岩あり，』下部に行くに從い礫岩が優勢となるg

　下須島南部からVeneric加dia　nfpponica　Yokoya一
　　し　　　　　　　　 ヤ
　ma，Tdrritella　okad滋Nagaoを得たo

　ii〔本渡層群〕　　．　　　．　　　’　・

　　（イ）教良木暦

　深海砂岩上に整合。上限1ま砥石厨に漸移するが，便

　宜上本暦上部の：頁岩砂岩の互暦上に来る厚さ約4mの
　　　　　　　　　ノ　’砂岩の下底を以てする。

　本層は南に向つて厚さを増し，・富津村小島附逓では

　　　　　　　　　　　　　　　　　5　約480m，魚貫村縞津附近宅は約450血，最南部のヤ須

　島では約1，200mである。本層上部は頁岩砂岩の互暦

　下部は暗戻色塊欺頁岩を主とする。堆積当時の同時摺

　曲を示すものが多く，大小の向斜，背謝に富み，小断

　層が多く化石を産す。

　　　　　　　　　藝義鍵萎誕
　　　　　　　　　o…肇嚢糞　霧
　橘癒　〆　　　垂嚢蒙嚢讐鍵曇ぎ
　　身　藝嚢嚢i嚢．
　　　　　　　　．’翻ρ轄響自・　．ヲ導鰭〃

　　　　　＼劉藏『欝。

　　　　（／　　　Pノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　41　　〆ノ

　！　　亀1－
　1　’　　　・一
　ヤ　　　　　　　　ユ
　ノら／1卜・一

難離灘難謬到認1罵．

　　　　　　　　　　し
　　　　　護舗』・麟欝

　　　　　・鞍隔騒講

　　　　　．嘩難、一欝

・L串誰塗蕊騨
　　　　　　ヂ鑛一趣融・

．第11図　天草郡南部炭田地質図

　　　　　　　、
（・）砥石暦

　後違（C）爽炭層の要参照，　　　　　’

茸i〔蝦1嘱群〕、　　甲，、
　（イ）　一町田砂岩層レ　　　　　　　　　，　　　’　、

本層は坂瀬川暦の最下部を占め砥石暦を整合に被

い，厚さは7解15mである。 本磨は殆んど粗粒一仲粒

暗線色砂岩からなり，1皿m前後の海緑項粒碧多く、含

み，海楼介化石を多壼し鍵暦となる。

　（ロ）坂瀬川頁岩贋

一町田砂岩に整合礁のり，上限の露出な㌧偶暦原

不萌であるが，最も厚く露出している魚貫附近で約・
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／

・8・・m衝る。禾暦齢んど黒色撒財からなり・玉，

　葱朕風化を示すもの多く，鰹が発達している。下部

　に約三層の海緑石に富む砂質頁岩暦があり・海緑石の

　粒度は一町田砂岩暦のそれに比較して遙に大であるo

　（2）第四系　省路

　（3）火成岩　・　　・　　　，　　　　　　，，

　大規模な。ものはなく，権現山頂上離近の玄武岩及び‘

顧島の灘岩が認めやれ鱗獅こ直接影響する
　・火成岩は見られない。’

　b．地質構造
　本地域中央部を北々東一南々西に走る向斜軸を有す

・る複虜斜構造を示し，私断層も此の摺曲構造に俘ちものが

多く，複雑な地質構邉を示している◎　、

　　（1）P榴曲系統

　一町田附近から魚貫村にかけジ略：NNE唱＄W方向に

走る複向斜の主軸あ』⑳，これを魚貫向斜軸≧仮称する

が，此は魚貫村地区では断層に移化している・魚貫向斜

軸の東西両翼には更に小さい背斜向斜が含まれている。

印ち富津村小島附近に一背斜，魚貫村中の浦附近の二背

余キー向斜であるo

　　（2）断暦系統
本地域あ断暦は摺曲断層，蝶番断暦が多く主なるもの

一は次の如くであるo

　i　INW飼HNW系統
　’てイ）崎津一早浦断暦

　　（ロ）福津一権現山断層　　　、

　　（ハ）茂串一牛潔断暦

　　（二）須ロー天附断居

　茸EWん鼎w系統
　　（イ）今富炭砿北方を通り西方にのびる断層

　　（ロ）魚貫炭砿南方に略々平行する二断厨

　　（ハ）黒島南方海中を通るもの

　　（尋）牛深炭砿南方海中を通るもの　・

　ili　NE’》NNE系統

　　（イ）　ノ」、島一r一町田断層

　　颯上の断暦系統中ii及iiiは擁向斜の生成と前後し

　て生成されたもめと思われるが，iは複向斜の生成後

　生じたものと思われるb　・

　　c。一來炭暦

　本地域の來炭暦は砥石層のみで，それは魚貫向斜軸の

東西両翼地域に分布する。印ち一町田村，富津村海岸，

緬浦村南東部，魚貫村浦越附近，魚貫逸玉両村々界附近

下須島西部，黒島東部等に露出する◎殆んど砂岩から威

．るが，下部は砂岩，頁岩の互暦からなるo

　．縮浦村姫，河内附近で最も発連艮好で約730m，北部

富津村附近で約500耶，魚貫村附近で約420m，下須島で

は約390mの暦厚と推定されるo
本厨上部に『ハチ々キ淡」・「三尺層」，、「二尺暦」の炭，

層を來み，下部に局部的に「八寸炭」を來有する。、一，

稼行可能炭暦は「三尺層』及「二尽履』の2枚であるQ

本地域の砥石層は天草上島の砥石暦（炭暦欠除）・三池．

炭田の七灘岩嵐朝餓勘宝珠蠣塒B調島炭旺
の端島暦に対比される。（依松下久道教授）i．

　　　　　　6．炭　騒
　衰暦数友模式柱状図（第2図参照）　移行可能の炭層は

論曝爆1枚　るQ各処に於ける炭柱図1
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第2図　天草炭田牛深地区地質模式柱状図

　　　　　7．：炭種及び環質

（a）炭種・…牛無煙炭（依地質調庵所分類）．

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ（b）炭質…・漆黒色，亜金属光沢を有し分析結果附表

の如しであるる＼

　　　　　　8・炭、量
．r三尺暦」，r二：尺暦」を合計して・

　確定炭量　　一7，200，000屯

　堆定炭量．　7，800，000屯
論

量　　14，0007ρ00屯

　　　　　　9．　稼行縫況
（・）稼行炭暦名

各炭鉱とも「三尺暦」を主として採掘し「二尺暦』を

一部採掘しているo
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第3図　南蔀天草炭田淡柱図

（b）調査地丙炭鉢

　　今富炭砿　　　，富津村字小島、

　　魚貫炭砿・　　　魚貫村魚貫・

　権現山炭砿　－　魚貫村魚貫　・

　　爾天炭砿　　　　魚貫村魚貫

　　牛深炭砿　　　　牛深町下須島

（0）　開発程度、　　　　　　　　盛

　今富，魚貫，1権現山，南天の4炭碑は何れも訂成り往

’時がら採掬されて来たが，本格的採炭が行われ始めたの

は，数年前のことで，從つて今後各炭砿・とも潔部の開発

．が大部残されている。牛深炭砿地区は殆んど末開発とも

言える地区で・西ガ海底下の開発は殆んど行われて㌧｝な’

い◎，

　　　　　　10。結　論
　（匙）本地域を構成する地質系統は古第三系始新統を’

主とし，小区域に第四系り堆積が見られる。木地域の古

第三系始新統は下部から彌靱厨群，本渡層群，坂瀬川暦

、群の三暦群に分たれ，：全層厚は2，pOOm以上に及ぶ。

　．（b），火成岩頬としては大規模のものはなく・．権現山

頂上附近の玄武岩及び下須島の破璃質流紋岩があるびな

お下須島に於てほ安山岩，玄武岩等の小岩脈，湛入岩床

B君　A轟

奪募窯團

　〕

　カ：認めちれるo、・　　　、甲ヨ

　〈c）・本地域は中央部に略鉦

　北々東》』南々西に走る魚貫1　　　　‘

　向斜軸を主軸とする複向斜構

　造を示し，此の惚曲構造に俘　　　曼

　う摺曲断厨が多く可成り複雑

　な地質構造を有する◎地暦め

　大体の走向は北々東で，傾斜　、

・は魚貫向斜軸に向い李均35

　度前後である。・

　（d〉　爽炭暦は本渡暦群中

　Q砥右暦のみで，上部に「三

　尺暦」及び「二尺暦」の二枚

　　　　　　　　　　　！　の稼行訂能炭層を來有し，現

　在今富，魚貫1権現山，南天，

　牛深の5炭砿が稼行中であ

　るQ「三尺暦」は一炭丈平均9Q

　om前後キヒニ尺暦」は炭丈李一．

　均のcm繭後宅各炭砿とも，

　「三尺層」を主ンとして1採掘し，。

　一部「二尺暦」を探掘してい

’る。炭質は何れも孚無煙炭で

　あるが，本地域に於ては無煙

　炭化の原因として・各炭砿々

．丙調査及び地表調査の結果か
一
ら
見 て，火威署類による熱変成作用は認め難く，恐らく摺

　　　ノ　曲騨に鍋動力麟作用によるものと思われる・．此れ
ー
は
天
草 炭田北部地区と異る点で，本地域の淡暦の無煙炭

　化の原因については，なお幾多の疑問が残され七㌧》る。

　（e）、炭量は』「三尺暦1，「土尺暦」を合計して確定巌量

　720万t，推完炭量780万t，予想深量1，4GO万tである◎

　　　　　11．　開議に劃する意見
　（灸）、全地域を通じセ「三尺暦」及ヂ「二尺暦」の2枚

’璽稼行珂能炭暦がある魁「三尺層」ほ炭丈』淡箪共仁・

　本地域としては優良であるから，各炭砿とも「三尺層」

　の採掘に主力を注ぐべきである。

　（b）　全地域を通じて淡層1の穫斜は300～400前後で，

　從つて緩傾斜炭展め採炭方法は不輝当・で・特殊探炭法を

　採用すべきである。

　（g）魚貫，。権現山，F南天各炭砿地域は地質構造が局

　部的；非常に複雑である・從つて本地域としては攣より

　もむしろ質を目標とす界き1伏況と思われるo

　（d）縮浦村南部及び牛深町北方茂串附近は炭層の発

　達不良で・、開発の対象とはなり得ないo

　P（e）・今富炭砿地区に，かっ亡は肇熱童耶均8，000カ，

　ロリーの優艮炭を出していたが，現切羽附近は地質構造

・5ズ
！

〆



　，　複雑で，炭層追跡に困難を感じている。從つて将来の開’

　　　　発計画を準てるた珍に・、．今ピ段Q精査を要するb

㌧　　　　　（f！、本地域最南部牛深炭砿勉区は最も将来性を認め，

　　　　、られる。現在牛深炭砿は海岸にごぐ接近して開坑し・露

’
頭
部 に跳較的近接した区域のみを採掘している。

　』從つて将来更に西南方の海底下の三尺暦に向い，本格．

的採炭を行うべきである。　　『　　　　　’A
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　　　　　　　　　　要　　約
　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　謡島縣南会津郡伊北村の黒沢鉱山鉱区内及び其隣接地

附近において電気探鉱法による調査を実施した。伊北村

只見部落内で嘗て井戸掘め際硫化鉄を産出したと漢えら

れる個所力；あり、，此の附近におけお潜在鉱床探査を目的

　≧して本調奪を実施したものである。電気探鉱は自然電

位法及び比抵抗法属より行つた。自然電位法により，只

具郵便局り南方より略々西方田ノロ沢にかけて物相導広

範囲に亘る異常帯の存在を認め，之が東方延長は興亜鉱

床或いは山神螺床に連るものと推定された・・比抵抗法に

　よれば，此地帯中特に低比抵抗を示し，自然電位法の結

果≧一致して鉱床潜在の可能性ありと思われる区域を発

，見した。此の区域は更に試錐による探鉱を進めることが

必要であるo

　　　　　　」　　　鱗　　言

　昭和23年1g耳より妊月に亘ウ黒沢鉱山附近におい
て電気探鉱調査を行づた。救に其の結果を報告する。

　此の調査宅は筆者の外本間一郎，、杉山光佑が電気探鉱
　ヤ
を，茅山芳夫が測量を担当した。

　柴物理探鉱蔀
、

＼ 、

ノ

　正　　義＊

　　　．本鉢山は昭和18年度筆者等により電気探鉱調査が行

　　われている。．叉今回の調査に先だち本所科野技官によ

　　り，調査区域附近の地質調査が行われだo

隻，　本調査施行に際し，種々支援を與えられた編島縣鉱業

　　会に対し謝意を表する次第であるb

　　　　　　　　　　1．位置及び交逼

　　　黒沢鉱山は編島縣南会津郡朝日村黒沢にあつて，・其の

　　事務所を同郡伊北村只見に置く。只見には会津線会津宮

　　下瓢び会醐島駅よ鋼れ赫ろトラツク奪通じて．

　　いるが，前者は約50k皿後者は約60k斑の甚応遠隔の

　　堆砕劇り，且つ冬期には多量の積雪の欝之等の交通機関

　　ほ全く杜絶するので，‘此の期における轍邊交通は頗る不

　　便である6、

　　　　　？　　　2・地形・地質及び鑛藤

‘　　只見部落の西寿には西北方より西南方にかけて標高約・

　　713mの要害山及び之に連惹山陵がある。叉同部落の南

　　で南方から来る伊南川が西ふらの只見川に合流し，只見一

　　の東を北流する。只見川と要害山との間に挾まれた附近

　　はZF垣な地形をなし，此処に水田，畑地等が発達し七い

　　る◎叉只見の北東方約2kmには乳只見川を隔て』標高

　　871m¢）柴倉山甕立し，本鉱山は此南乏西麓の比較的緩

　　傾斜の部にあるQ

　　　本鉱山附遊は第三紀緑色凝荻岩及び石英粗面岩よ、り構

　　威され・鉱床獄恥の擬友岩中に胚胎された黒鉱々床であ

　　つて，興亜，山紳及び白馬と呼ばれる三鉱床がある。前・

　　二者よりほ銅，鉛，亜錯鉱を，，後者よりは石膏を毒出す

　　る5職時中は興亜鉱床より銅，錯，亜錯を，1白馬鉱床よ

　　り石膏を窪したが，雛は後渚のみ採掘している。今回

　　電気探鉱を実施した地域は只見川と要害山との間の平坦

　　な地帯で仲積層を塚て覆われ岩石の露出なく，科野技官

　　によれば西方要害山の購近に僅かに露出する岩石の状態

　　よりこの附近は緑色凝茨岩及び之を貫く右英粗面岩で構

　　成さ妬珪化作用は比較的広範隙こ亘？て行われている

　　が，黄鉄鉱の鉱染している部分は全く見られないとのヒ

　　とであるp叉伊南川の東現在稼行中の鉱床の南方で黒沢

，52〆




